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1841年以後のジョン・クレアとその詩

鈴木蓮一

＜はじめに－使用テキストは稿本をほとんどそのまま採用しているので，クレアの韻文及

び散文の引用文には，しばしば綴り字の不一致や誤りがあり，また例えば，アポストロフィが

ないとか，ｔｈａｎをｔｈｅｎと雷いたり，時にはｗｅｒｅをwhereの意で用いる等の文法的不

適当があることをおことわりしておきたい.＞

( １）序

クレアの後期の拝情詩群を収めたＴｈｅＬα＃〃Ｐbe''３ｓｑ/､Ｊりん宛αα”の二人の編者Erick

RobinsonとGeoffreySummerfieldによれば，４年間入院していたHighBeechの精神病院を

脱出した1841年６月２０日以後の主要な詩編はＷ、Ｆ・Knightの手による写本で，ＴＡｅＫ冗妙＃

Ｔｍ'2scrilzsと呼ばれるものとＭＳＺＺＯのふたつである．前者の序文において，ナイトはこの写本

はノーザンプトンの公立精神病院時代の作だと述べているが，彼自身1850年１月末にこの病院の執

事の職を辞めていることからして，ＴﾉｈｅＫ冗妙tT7zz'２３℃ｒｉｌ２ｓはクレアがこの精神病院に入院した

1841年12月から50年の１月末までに番いたものと推定される('〉．またＭＳＺＺＯはＴｈｅＰｂｅ”ｑｆ

Ｊｂｈ〃ααｒＥの著者MarkStoreyによれば，1845年から46年にかけて雷かれたものとなっている．

この小論では，これらふたつの主要な詩編をテキストにして，1841年末から50年項までの時期にお

けるクレアにとって，愛（Love）と自然（Nature）の意味が如何に変遷していったのだろうか，

という疑問を多少なりとも明らかにしてふたいと思う．

(２）ノースバラヘの逃避

ノーザンプトン公立精神病院に入る前の約５ヶ月間，クレアは妻パティ（Patty）と家族の住む

ノースバラの我家で過ごしている．この滞在は初恋の相手メアリー・ジ園イス（ＭａｒｙJoyce）へ

の思慕の念やハイ・ピーチの私立精神病院での孤独感と家族団築への渇望に駆られたクレアが病院

を脱出し，ノースバラに逃避することによって得られる貴重な人生の小春日和となる筈であった．

ところが，ノースバラ滞在中の経験は彼の意に反するものであり，彼を記憶と幻想の世界にますま

す深くひきずりこんでしまう結果をうふだしている．

ノースバラに到着後４日目（７月27日)，クレアは脱出旅行記RECCOLECTIO1VSscOF

JOUR1VEYFROMESSEXを醤き上げた時，それに“ToMaryClare-Glinton'’という宛名

を付した書簡文を添えているが，その中でこう書いている．

。．・私はここノースバラに先週の金曜日の夜薪きましたが，あなたを見るこ

ともあなたが何処にいるかも聞き知ることができませんでしたので，すぐに私は我家

にいながら我家にいない（homelessathome）ような気がし始めました．そのうち

に，ほとんど絶望的な気持になるでしょう．しかし，それはエシックスで味わったほ
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どの淋しさではないでしょう．なぜなら，私はここでグリントン教会を見ることがで

きるし，また有り難いことに，幸福ではないにしても，メアリ－よ，あなたが無事で

あると感じることができるからなのです．私にとって，この我家は決して我家ではあ

りません（ｍｙｈｏｍｅｉｓｎｏｈｏｍｅ）が，メアリーについての記憶さえこんなに私の

身近に生きているかぎり，私の希望はまったく空しいものというわけではありませ

ん．。。。（２）

長年，幻想の中核的イメージであり，「私の詩的心象」（"mypoeticalfancy,'）であったメア

リーが不在であるという事実の発見はクレアを「無気力」（"dullness''）と「落胆」（"disap‐

pointment，'）に陥らせ，いよいよ孤独感を募らせている．しかしながら，その数日後，メアリー

の不在が実際は６年前の死去故のものであるという情報を隣人から耳にするのであるが，その時で

さえなおも彼女の死を信じたくなかったので，その隣人の話を「12年前に印刷された，真新しい，

無価値な古新聞から得たもの」だと染なし，「１年ほど前，私はこの眼で彼女が元気に生きてお

り，相変わらず若いのを見た」といって，事実認識を回避しようとするクレアの心情は痛盈しい、

彼にとってメアリー不在のノースバラの家はうつるな家であったため，「無気力」と「落胆」に沈

んだ彼の生をかろうじて支えていたのは唯メアリーの回想のイメージばかりである．だから，フロ

イト流にいえば，「青年期のいわゆる白日夢｣<3>を原型とする彼女の空想的イメージを喪失しないか

ぎりは，同年８月ハイ・ビーチの精神病院の主治医MatthewAllen博士宛の書簡の中に見出さ

れるように，「いかなる境遇や場所にあっても，私はひどく幸福に（"miserablyhappy，，）になれ

るのです．そして，もし私の友人の誰かが私のことに気がつき，会いに来ていてくれたならば，あ

のエッピング・フォリストに在るあなたの病院に留まることもできたでしょう｣(4)といえたのであ

る．これは当時の心境を端的に物語っていることばである．なるほど，このようにクレアは気持

の上では自他に対し意識的にメアリーへの幻想的愛を生の喜びと支えにしようと試糸てはいるが，

現実には彼女の死去の情報は彼の意識の内部を侵蝕し，少なからぬ精神的動揺を与えているよう

だ．これまで女の愛に疑惑を懐いていた彼は前述のアレソ博士宛の書簡の中で，「私は今では女達

を全然気にかけていません．というのは，彼らが不誠実で欺購的であるからなのです．自分の夫以

外の男をもたない正妻は悪魔の手助けによって不義をはたらく手段を見出した」といって女に対し

て，またそれ以上にひどいという理由で男に対しても無関心を言明するようになり，さらに人間嫌

い世間嫌いとなり，現実逃避について次のようにも書いている．

。。．－ｍａｎｌｎｅｖｅｒｄｉｄｌｉｋｅｍｕｃｈ＆womanhaslongsickenedmelshould［like?］

ｔｏｂｅｔｏｍｙｓｅｌｆａｆｅｗｙｅａｒｓ＆ｌｅａｄｔｈｅｌｉｆｅｏｆａｈｅｒｍｉｔ－ｂｕｔｅｖｅｎｔｈｅｒｅｌｓｈｏｕｌｄｗｉｓｈｆｏｒｏｎｅ

ｗｈｏｍｌａｍａlwaysthinkingof＆ａｌｍｏｓｔｅｖｅｒｙｓｏｎｇｌｗｒｉｔｅｈａｓｓｏｍｅｓｉｇｈｓｏｒｗｉｓｈｅｓｉｎｌｎｋ

ａｂｏｕｔＭａｒｙ。。。（５）

恋愛の失敗に端を発した厭世嫌人の情はノースバラで家庭的雰囲気のうちに過ごしていた時でさ

え，彼をして“Solitudebeingmychiefsociety＆Naturemybestcompanion,，（６）と同年

11月７日付のGeorgeReid宛の書簡の中でいわせている．そして結局は，このような厭世観も彼

がメアリーの回想的幻想的イメージを頼りに初恋の再体験を生の願望としていることをその根底に

内蔵しているのである．

さて，これまで述ぺてきたようなことがハイ・ビーチの精神病院脱出から同年12月下旬までの

ノースバラ滞在中における主要な経験とそれがクレアをして懐かしめたおよその心情かと推量され
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る．そして，この経験のもたらしたものが後の詩作のモチーフに少なからぬ影響を及ぼしている点

からして，このノースバラ滞在は彼の内的生活の全過程の中で無視できない，極めて重大な要素を

含む出き事であったといわねばならないであろう．これらのことを念頭におきながら，ノーザソプ

トン公立精神病院時代の拝情詩群を読むことはそれらへのより深い理解の一助となるものと筆者は

信じている．

( ３）忘却

一体にクレアの行情詩の形式は回想的であり，「エデンの崩壊」をその基本的テーマとしてい

る．恋愛とその背景であり，場であった自然風景の幻想的復活こそはこの時期の詩的イメージの本

質的要素が意味するものの大要である．そして，この心象的自然風景の構築を可能たらしめていた

ものが記憶であることはいうまでもない．1841年12月29日ノースバラの家族のもとから永久に隔離

され，ノーザソプトンの精神病院に収容されたクレアは薄れつつある記憶を頼りに，“Ifancy

stilleachwoodandplain／WherelandMaryhavestrayed，’（MZzがαＢａ"αｄｐ､181.）

というように，メアリーとの出会いの様子即ち「かつての恋愛の楽しい幻影」（"Lovespast

happyvision''）をしばしば想い描いている．ここではＷﾙe'zIzuasyo”ｇの第２．３連をその

例として引用しておきたい．

Ｔｈｅｐａｔｈｔｈａｔｏ'ｅｒｔｈｅｃｏｒｎｆｉｅｌｄｌａｙ

ｌｍｅｔｈｅｒｏｎｅｄａｙearIy

Sheturnedherfaceanotherwaｙ

Ａｎｄｌｗａｌｋｅｄｉｎｔｈｅｂａｒｌｅｙ

Ａｌａｒｋｔｈａｔｍｏｍｅｎｔｓｏｕｇｈｔｔｈｅｓｋｙ

Ｃｌｏｓｅｔｏｈｅｒｇｏｗｎｏｒｎｅａｒｌｙ

ＨｅｒｂｒｉｇｈｔｅｙｅｌｏｏｋｅｄｔｏｓｅｅｈｉｍＨｙ

Ａｎｄｔｈｅｎｌｌｏｖｅｄｈｅｒｄｅａｒｌｙ

Ａｎｄｔｕｍｓｔｈｅｒｏｓｅｙｃｈｅｅｋｔｏｃｌａｙ

Ｔｉｓbeauty，ｓｆａｃｅｉｎｗｏｍａｎ，ｓｆｏｒｍ

Ｔｈａｔｓｔｅａｌｓｔｈｅｓｅｎｓｅｓａｌｌａｗａｙ

Ｔｈａｔｒｅｎｄｓｔｈｅｂｏｓｏｍｌｉｋｅａｓｔｏｒｍ

Ｔｈｏｕｇｈｍｉｌｄａｓｅveningssoberray

Thewindstheysigｈｔｈｅｄｅｗｓｔｈｅｙｗｅｅｐ

Ａｎｄｏｎｔｈｅｖｉｏｌｅｔsbosomfall

FirstloveandtruthunriddIesall（p､219.）

脳裡に深く刻承込まれた出会いの場とその時の二人の動静を精確に醤きつける行為は，それによ

ってクレアが失なわれた初恋の情感を再びわがものとし，現在の惨めな境涯を超克しようとする手

段であったように思われる．ところが，かつてへルプストソの自然風景を変貌させ，こどもからお

となへの成長とともに無垢の心と空想の世界を喪失させたく時間の流れ＞は今度は詩人から記憶を

も剥奪しつつあるのだ．彼は記憶の衰退をＳ#”z‘ｚｓの第２連でこう嘆いている．

Thewindsbreathessosweet,ａｎｄｔｈｅｄａｙｉｓｓｏｃａｌｍ；

ＩｎｔｈｅｗｏｏｄｓａｎｄｔｈｅｔｈｉｃｋｅｔｔｈｅＨｏｗｅｒｓｌｏｏｋｓｏｗａｒｍ

Ａｎｄｔｈｅｇｒａｓｓｉｓｓｏgreen，sodeliciousandsweet，
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Owhenshallmymanhoodmyyouth，svalliesmeet，

ThesceneswheremychiIdrenarelaughingatplay，

Ｔｈｅｓｃｅｎｅｓｗｈｅｒｅｍｙｍｅｍｏｒｙｉｓｆａｄｉｎｇａｗａｙ

（醜α"之ａｓｐ､169.）

ある意味ではかつての「エデンの園」そのままの様相を呈しながらめぐり来る自然風景に接して

は，これまで湧きおこる回想のイメージと懐旧の情に耽溺していたクレアであったが，今やその回

想的自然風景はおぼろげなものとなり，記憶の衰退を一段と強く意識するようになっている．それ

で彼は「エデンの園」であったヘルプストソの自然風景についての記憶がく時間の流れ＞によって

曇らされることのないようにと，第７連で願望している．

Therearespotswherelplayed，therearespotswherelloved，

Ｔｈｅｒｅａｒｅｓｃｅｎｅｓｗｈｅｒｅｔｈｅｔａｌｅｓｏｆｍｙｃｈｏｉｃｅｗｅｒｅａｐｐｒｏｖｅｄ

Ａｓｇｒｅｅｎａｓａｔfirst-andtheirmemorywillbe

Thedearestoflife'srecoilectionstome1-

Theobjecｔｓｓｅｅｎｔｈｅｒｅｉｎｔｈｅｃａｒｅｏｆｍｙｈｅａｒｔ

Ａｒｅａｓｆａｉｒａｓａｔｆｒｓｔ－ａｎｄｗｉｌｌｎｅｖｅrdepart

（Srα"zａs,ｐ､170.）

そして最終連では，まさに天体の日毎の運行の如くまちがいなくめぐり，咲きこぼれるそれらの

想い出は，分別・誠実・理性が自分に残存するかぎり，生き続けるのだ（"・・・theirmemo‐

ｒｉｅｓｗｉｌｌｂｅ／Longassense,truth,ａｎｄreason,remainethwithme.'，）といっているが，

これは現在にではなく，過去しこの承生きていかざるをえない境地にあるクレアのあまりに悲惨な叫

びである．この記憶の不朽への願望の重要性は，それが後の観念的夢想的エデンの再榊築にとって

欠くべからざる基礎作業を意味していることにある．というのは，当然のことながら，完全な記憶

喪失は彼の最終的詩的ヴィジョンを決して生承だすことはなかったであろうから．だが，この時期

に記憶喪失は相当すすんでいたらしく，昔日の想い出も薄らいで，「墓石の上の雪のように冷たく，

わびしく」なったクレアは唯ばらばらになった記憶の断片があるばかりだと認めている．

OldtimesofIorgetfullmemoriesoｆｔｈｅｐａｓｔ

Ａｒｅｃｏｌｄａｎｄｄｒｅａｒａｓｓｎｏｗｕponourgraves

lnbookslessthen＊ashadowsdoomwillIast

ButFragmentsthereeachstrandedvolumesaves

Ｌｉｋｅｓｏｍｅｒｉｃｈｇｅｍｓｗａｓｈｅｄｕｐｆｒｏｍｏｃｅａｎｗａｖｅｓ

Ｂｕｔｎｏｗｎｏｓｕｍｍｅｒｄｗｅｌｌｓｕｐｏｎｔｈｅｓｐｏｔ

ＮｏｒＨｏｗｅｒｔｏｂｌｏｓｓｏｍ－ｔheetemaIblast

Obliviｏｎｌｅａｖｅｓｔｈｅｅａｒｔｈｉｎｗｈｉｃｈｔｈｅｙｒｏｔ

Darknessinwhichtheverylightsforgot

（7池j"帥Z,ｐ,134.） *then＝than

断片的記憶はもはや回想の喜びを与えるのに十分ではなくなったので，青春を象徴するく夏＞も

ヘルプストソの自然を象徴するく花＞も決して彼の詩のノスタルジアの世界に現われなくなってい

る．このようなく忘却＞の状態にあったから，クレアはso"９（p、147.）において，メアリーのイ

メージが浮び，どんなに狂喜してふたりが会ったかを身にしふて思う時,“Ｉｋｎｏｗｎｏｔｔｈｙｎａｍｅ'，

といい，さらに「愛が真実の愛であるならば，恋人よ，どうして私は忘れることができようか（"Iｆ
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ｌｏｖｅｉｓｔｈｅｔｒｕｔｈｌｏｖｅｈｏｗｃａｎｌｆｏｒget，，)」といって自己の愛の真実性をも疑っている．この

ようにく時間の流れ＞を強く意識していたクレアは続いて起るべきメアリーーの回想的イメージの喪
らち

失，即ち彼自身の表現を借りれば「幻影の中Iこあなたを見ることを忘れる」（"forgettoseethee

invisions，，）という恐るべき状態を予知している．「イギリスのバスチューユ監獄」("theEnglish

Bastile'')(7)と映ったノーザンプトンの精神病院で沈欝な日会を送るクレアはく忘却＞故に結局，

回想的イメージを喪失し，そのかわり，「眼にはひとつの幻覚が／心にはひとつの空虚が」

(‘‘Ｔｈｅｒｅｉｓａｖｉｓｉｏｎｉｎｍｙｅｙｅ／Ａｖａｃｕｕｍｏｅｒｍｙｍｉｎｄ''）残ったとso"ｇＬａｓＺＤ‘Uｙ（p、

108.）で表白している．そして，この幻覚は例えば，「岸辺がひとつの巻物のように縮承あがる」

とか「天空が裂ける」とか「谷間が隆起し山のうねりに／山は沈承海になり」「雷鳴が聯き，

硫黄が渦巻く」というような凄絶な天地破壊のカタルシス的ヴジョン(8)であるが，これはまさに過

去をく忘却＞によって失ったことが詩人の精神を如何に深大な恐怖と苦悩にさらしていたかを意味

している．しかも，同時に他方では，過去の恋愛の失敗故に“Ｔｈａｔａｌｍａｎａｃｋｏｆｄａｙｓ／Year

chroniclesarekeptnomore，，（p､108.）というような時間意識の瓦解を通してそれからの離脱を

欲求しているようにも考えられる．ともかく，この時期以後の詩に現れる幻想的イメージにおいて，

それまでその重要な榔成要素であった過去のリアリティーは次第に影をひそめはじめている．

( ３）愛の釆遠性

ハイ・ビーチの精神病院時代の重要な詩編Ｃﾉｶ”HZzγojdにおいて明白なように，クレアは恋

人の移り気と不実を麦めていたが，未だに「愛への疑惑」（"doubtsoflove''）にとらわれ，いや，

それどころか，「破られた愛の誓いに私の心は絶え入り／それを思うと舷鐙を感じる」（"Ａｔ

ｂｒｏｋｅｎｖｏｗｓｍｙｈｅａｒｔｗｏｕｌｄｄｉｅ／Thethoughton，ｔｍａｋｅｓｍｅｒｅｅｌ，'so〃ｇｐ､159.）と

いうように，今や，この疑惑は，愛が生の支えとなればなるほどそれに比例して深まらざるをえな

かったから，愛の本質は一体何んであったのか，という最終的疑問に到達している．その結果，

欺購・倣慢・不実を女の属性と象なし，女に対する不信と「カインの呪い」（"thecaincurses，，

p､269.）にも似た憎悪をいだいている．そのため，愛の究極的イメージの焦点である，恋人の「ユ

リのように白い乳房」とか「バラ色のくちびる」といった容姿は厭しいものとなり，クレアは「ル

ピー色のくちびる，とても赤い頬，可愛らしい顔が何の役に立つのか」と疑問し，恋愛の問題を次

のように総括し，結論している．

ＯＬｏｖｅｉｓｓｏｄｅｃｉｅｖｉｎｇ

Ｌｉｋｅｂｅｅｓｉｔｗｅarsasting

lthoughtittruebelieviｎｇ

Ｂｕ↑ｉｔｓｎｏｓｕｃｈａｔｈｉｍｇ

Ｔｈｅｙｓｍｉｌｅｂｕｔｔｏｄecieveyou

Theykissandthentheyleaveyou

Speaktruththeywontbelieveyou

Theirhoneywearsasting

（so就騒ｐ､157.）

恋愛は欺購であるとの判断は過去の恋愛事実への意識的拒否を招いている．この拒否反応は自発

的なものであるが，クレアがこれまでずっとその恋愛事実を至上の喜びである想い出として保持し
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てきたことを考えるならば，それは重大な精神的転換といえよう．しかも，たしかにく時間の流

れ＞による記憶の希薄化のためにその事実の細部を忘れることはあっても，恋人の名前の忘却はこ

の意識的拒否を無視しては理解し難いところである．メアリーとの恋愛は欺購であったと考えざる

をえなかったことが，あるいはもっと根本的には，失恋という事実それ自体のために恋愛事実を
●●●●●●●●●●●●●

「思い出したくないという願望｣(9)がクレアに‘‘Ｉｋｎｏｗｎｏｔｔｈｙｎａｍｅ'，という言葉をいわせた

のではないだろうか．

この判断はまた同時にsolitudeの自然の存在のもつく慰安＞の意味を一層大きくしている．過

去の愛はあまりに汚れすぎ，その甘美が苦渋に変質したため，「よそよそしい現実」（"strangere、

alities，，）は「極めて重苦しい夢」（"theheaviestdreams，'）となっている．そしてクレアは

「あなたへのふたどころある愛でもって｣('０）（"Withdoubleloveforthee''）他の女達を同様に

愛したといい，自己の不実をも亦認め，人間的なものの移るい易さ，定めなさを自然の不変性と対

置させた詩「Ｂ嬢に寄せて」（ＴＯＭ海ｓＢ）で，男女の情愛のはかなさを嘆き，アラセイトウはア

ラセイトウであるのに人間が人間でありえぬことは奇妙なことだといっている．

Ｏｄｄｒｏｔｉｔｗｈａｔａｓｈａｍｅｉｔｉｓ

Ｔｈａｔｌｏｖｅｓｈｏｕｌｄｐｕｚｚｌｅｓｇｒｏｗ

Ｔｈａｔｗｅｔｈｅｏｎｅｗeseekshouldmiss

Andchangefromtoｐｔｏｔｏｅ

ＴｈｅＧｉｌａｆｅｒｓａＧｉｌａｆｅｒ

Ａｎｄｎａtureownstheplan

Andstrangeathinｇｉｔｉｓｔｏｍｅ

Ａｍａｎｃａｎｔｂｅａｍａｎ

（p､183.）

男女の愛の疑惑から生じた人間的なものに対する疑惑こそは，無垢と正直を志向する詩人が堕落

以前のエデンを憧僚する根本理由であり，この時期における詩作の基本的モチーフともなっている

といえる．恋愛の破綻の要因としてメアリーの不実を責めたクレアであったが，現世的なものに無

常を感じるようになり，「人間のことがら」（"humanthings，'）の放棄を自らに命じている.<'１）

Thypedigreeandtitleshigh

Asshadｏｗｓｐａｓｓａｗａｙ

Ａｎｄｔｈａｔｆｉｎｅｆａｃｅａｎｄｂrightereye

MustaIsomeetdecay

（ｓｏ"g,ｐ､122.）

だが，記憶の喪失とこのような無常感にもかかわらず，クレアは初恋の永遠不滅性を希求し，そ

の愛が「化石」となるけれども，運命に呪われて死滅することは決してないと信じている．したが
●●●

って，この時点の詩における愛の諸相は過去の実在との直接の関連性をほとんどもたなくなり，懐

旧的なものから理想的なものへと変化を遂げている．そして愛はこの世の汚濁と運命の「気まぐれ

な力」（"wontonforce'')('2）を超越したエデンにおける愛への信念だと確信するに至っている．

ＩｆｌｏｖｅｙｏｕｂｅｌｉｅｖｉｎｇｉｎＢｅｌｉｅｆｉｓｍｙｌｏｖｅ

ＡｓｉｔｌｉｖｅｄｏｎｃｅｉｎＥｄｅｎｅｒｅｗｅｆｅllfromabove

Tothisheartlessthisfriendlessthisdesolateearth

Andkeptinfirstlovelmmortality，ｓｂｉｒｔｈ

（Reme'，ｚ６ｅｒｄｅａｒＭ江':y,ｐ､232.）
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(４）sO1itude

ノーザンプトンの精神病院ではハイ・ピーチの場合と同様に「無害」である患者には一定の行動

の自由が許されていた．1841年病院長に就任したThomasPrichard博士は，６ケ月前の脱出の

前歴にもかかわらず，クレアを「無害」と診断し，慣行に従い単独外出の許可を与えている．プリ

チャードはCharlesMossop宛の書簡の中で，「彼（クレア）は完全な自由を楽しんでいて，余

暇のほとんどを戸外に出て，田野や町で過ごし，食事と就寝のためiこの承戻っています」と述べて

いるが，クレアにしてみれば，自分は「まったくひどい管理のもとに置かれた囚人」であり,.「(患

者達）皆が自分達の希望とは反対のことを強制的にやらされる」ような病院生活であった．

及z”ｗｅ〃では病院の様子をこう描いている．

．。・Ｗｈｉｌｅｉｎｐｒｉｓｏｎｌｌｙｅ

ｌｎｔｈｅｐｒｉｓｏｎｏｔhrallSeeingnoughtbutthesky

ShutｏｕｔａｒｅｔｈｅｇｒｅｅｎｆｉｅｌｄｓＡｎｄｂｉｒｄｓｉ，thebushes

rtheprisonyardnothingbuilds
Blackbirdsorthrushes

（p､204.）

そして病院の‘‘bloody，，で“dreary，’な雰囲気の中で魂は“lonely，'で“ｗｅary'’であるといっ

て獄中に岬吟している．彼にとって唯一の慰めは自然との交わりであったのだが，深い孤独感に

うち沈む彼には野の花も「病んで(sick)」見え，生ある自然のすぺてが我身のごとく「生気なく

（disheartened)｣，さびしく感じられる.('3）

Ａ”""z〃は夕暮時の農家の風情をうたった詩であるが，それは寂衷感にあふれ，詩人の孤独感

が実に見事ににじ承出ている．だから，この詩は単に彼の精級な観察眼がとらえた晩秋の農家の情

景描写にとどまらず，まさに孤独な詩人の心の風景でもあるといえよう．例えば，それぞれ，第１，

２，３，連における“Ilovethefitfullguststhatshakes／Ｔｈｅｃａｓｅｍｅｎｔａｌｌｔｈｅｄａｙ，，,“Ｉ

ｌｏｖｅｔｏｓｅｅｔｈｅｓｈａｋｉｎｇｔｗｉｇ／Ｄａｎｃｅｔｉｌｌｔｈｅｓｈｕｔｏｆｅｖｅ，'，“Ｉｌｏｖｅｔｏｓｅｅｔｈｅｃｏｔｔａｇｅ

ｓｍｏｋｅ／Curlupwardsthroughthenakedtrees，，には詩人の心境がよくあらわれている．

さて，恋人の不実に対比する自然の真実のゆえにクレアが慰めを求めたsolitudeは，人間的な

もの・現世的なものの汚れと無常を知らぬその自然の美と永遠性をもって，陰惨な病院生活を送る

彼の避難の場となっている．『春の日を』（Ｔｈｅ。‘ｚｙｓｑｆＡｐ減Z）では「眼はことごとく／春のも

たらす美しい風景を賛美する（“．・・everyeyeadmires／Thelovelypicturesthatthe

springbringsout'，ｐ､214）といい，『春のめぐり』（Ｔｈｅ”tzzr7zq/,卵が〃g）では，

WildHowerswillgathertothecottagedoor

Daiseyandpilewort-andaｂｏｕｔｔｈｅｆａｒｍ

ＴｈｅｙｏｕｎｇｌａｍｂｓｓｋｉｐａｎｄｄａｎｃｅｏｎｔｈｅｇｒｅｅｎｆＩｏｏｒ

Ａｎｄｐｅｗｉｔｓscreamupontheneighbouringmoor

（p､215.）

とうたい，まばゆいばかりに萌出る緑，明るい輝きと生命力が溢れる自然界の描写には春の回帰の

喜びが感じられる．クレアは自然の永遠性の感受によって，「退屈な世の中の耳ざわりな騒音を去

り」,('4〕人間的なものや現世的なものを脱却したsolitudeの世界に逃れ，その自然のあらゆる営

誤に心の安らぎを覚えている．
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Ilovethehauntsofsolitude

Thecovｅｒｔｓｏｆｔｈｅｆｒｅｅ

Ｗｈｅｒｅｍａｎｎｅ,erventurestointrude

AndGodgivesｐｅａｃｅｔｏｍｅ

Ｗｈｅｒｅａｌｌｌｈｅａｒａｎｄａｌｌｌｓee

lnpeaceoffreedomroam

Hereshalｌｍｙｈｅａｒｔｓｏｗｎｄｗｅｌｌｉｎｇｂｅ

Ａｎｄｆｉｎｄｉｔｓｅｌｆａｔｈｏｍｅ

（so"g,ｐ､185.）

この引用文中の「自由なる者」（"thefree'，）とは無論，一時的であるにせよ，自分をとりまく病

院生活の現実から自由になったという意味も含んではいるが，この詩の第１連，

Howsilentcomesthisgentlewind

Anｄｆａｎｓｔｈｅｇｒａｓｓａｎｄｃｏｍ

ｌｔｌｅａｖｅｓａｔｈousandthoughtsbehind

Ofhappinesｓｆｏｒｌｏｒｎ

Ｔｈｅｍｅｍｏｒｙｏｆｍｙｈａｐｐｉｅｒｄａｙｓ

（so"＆ｐ､184.）

に示されているように，「失われた幸福についての幾多の思い｣，「より幸福だった日左の想い出｣，

とりわけ，つきまとう“Lovespasthappyvision，’から解放された者という意に解釈すべきで

ある．このような見方からすれば，AJC"ｇｵﾙｅｚ《ﾉi"ｏｚＵ６α"たｓＱｆＮと'２における「私は人の道を踏

承迷い／束縛から自由になる」（"Ｉｗａｎｄｅｒｆｒｏｍｔｈｅｗａｙｓｏｆｍｅｎ／Andgetreleased

fromthethrall，'ｐ､271.）は詩人としての野望，対人関係の摩擦，家族への憂慮，殊に「彼女の

甘美なる束縛｣("hersweetthraldom，，)から解放されるということなのである．そしてＴｚ｡"妙ｔ

において，メアリーとヘルプストンの面影が現出しないSilenceの世界，即ち川の水音，風のそ

よぎ，ナイチンケールの歌，かぶと虫の通音，跳ね廻る野うさぎの世界はクレアにとってエデンの

ごとく思われるのである．

こういう境地において最も注意すべきことは，クレアが「誠実かつ真実」（"lealandtrue''）で

あると感じたsolitudeの自然を愛の対象として見ていることである．このことはEdmund

Blundenが「クレアにおける女から自然への愛の移行」（"thetransferenceofloveinhim

fromwomantoNature，，)('5)といったところのことに他ならない．

Fornatureislove，andthemistressoflove

Whennothinｇｃａｎｈｅａｒｏｒｉｎｔｒｕｄｅ；

Ithidesfromtheeagle,andjoinswiththedove

lnbeautifulgreensolitude．

（Eu”i"g,ｐ､166.）

しかし自然が恋人の代りとして愛の対象になりうることは所詮不可能なことである．自然はもとも

と恋愛の場であったし，メアリーであったものはメアリーでなくてはクレアは本当に満足する筈は

ないからである．だから，満たされぬ気持で彼は自然の中に恋人を求めはじめている．

MethewoodbineisgreetingButloneｌｙａｍｌ

ＴｈｅｂｅｅｓｏｎｔｈｅｔｈｉｓｔｌｅＷｈｅｒｅｇrasscricketswhistle
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AndladybirdscreepingRegardlesｓｏ，dew

Withnaturethey'rekeeping

Butwhereloveareyou

（Ｗﾊe〃Ｉｗａｓｙｏｚ‘"＆ｐ､220.）

だが，過去の経緯を願承れば願ふるほど，理想的恋人はメアリーその人ではなく，彼女の身代りの

方が好都合だったわけである．それで恐らく，ＭａｒｙJoyceならぬMaryDarker,MaryBoyfield，

ＭａｒｙＫｉｎｇ等の名前が彼の詩に登場するのであろうし，さらに理想的恋人という点からすれば，

HelenMaria，Hannah，Susan<'6>等と呼びかけているのもまったく不可解なことではない．とに

かく，Ｔｈｅ励む"α"o'２，Ｃｂ"ｅｄｚＵｅ〃て｡"ん”e,Ｂｏ冗妙MZz':ｙＬ”郡ｓｇｏ等の場合のようにクレア

はこれらの女性達を人間世界の憂いのないsolitudeの静誰なる世界に誘引しようとしている。彼

は夢想の中でエデンの構築を試ふている．鳥獣から昆虫にいたるまでの生命が躍動する春の自然の

イメージの中に理想的恋人のイメージを挿入することによって，崩壊したエデンを回復しようと試

承ている．それ故，少なくともこの時期の自然描写は自然賛美のためのものでも，回想的でもな

く，恋愛の場としての「エデンの園」の再構築，「理想的自然風景の再創造｣<'7〕を意味しており，

そういう意味において理解されねばならない．

クレアは「神は天国を創り，人は承ずから地獄を創った」（"Godmadeheaven-Manhimself

thehell，，so"ｇｐ､100.）と考え，悪政や欺硫．偽善の蔓延する現実社会は彼にとって，ソドムと

ゴモラの罪業の都市のように思われた．solitudeの世界はそういう現実社会からの逃避の場とし

て理想化されたものである．愛への疑惑は現実社会への疑惑とそれからの厭離とも密接な関係にあ

る．自然の美と善は精神を自由にし，solitudeでの生は虚しいものではない〈'8)と感じたことは，

「愛も信も狂気さえも見せかけにすぎない」（"loveandfaithandmadnessarebutseeming，，

p、110.）現実世界のあこがれを端的に反映している．それは現実否定を基盤にしていることにお

いて，ちJ:うど理性が空想を破壊したためおとなの複雑さに反溌し，無垢と空想のこどもの時代を

憧僚し，これを理想視したことと大きな類似点をもっている．

solitudeの自然の中に理想的世界を見出したクレアは俗世の汚れと過去・現在を忘れ，永遠な

る自然の生命の裡に生きることを願望している．

ThecorncraiksrispysongwasoerThesunhadleftthelight［alone］
ＩｌｏｖｅｄｕｓｋｋｉｓｓｅｓｏｎｔｈｅｍｏｏｒＴｏｌｅｗｄｅｒｌｉｆｅｕｎｋｎｏｗｎ

ＨｉｄｉｎｔｈｅｂｏｓｏｍｏｆａＨｏｗｅｒｌｔｓｌｉｆｅｔｉｍｅｔｈｅｒｅｔｏｄｗｅｌｌ

ＥｔｅｍｉｔｙｗｏｕｌｄｓｅｅｍａｎｈｏｕｒＡｎｄｌ，ｄｂｅｒｅｓｔｉｎｇｗｅｌｌ

（TAecol･〃clzzjAs宛SAyso"＆ｐ､216.）

「花の奥部」は人間感情のない世界を象徴しており，時間の観念を放棄した永遠の世界でもある．

またＩ，〃”ｅａｍａ６ｏ”zhedZzys”ＣＯ"ｅに見られるように，蜂や蝶のごとく自然が与える快楽を

味わいながら幸福に過ごしたいという願望は，いつに人間存在の悲しふを忘れたいという欲求に他

ならない.〔19）この欲求の現れは『てんとう虫』（αOCj6αα‘Zy)<20>において頂点に達していると思

われる．自動機械のようなてんとう虫と自己との同一化には，不幸な運命の重荷に耐えかねた詩人

のやるせない心情が察せられる．とくに「始終私は見られることから身を隠す」（"A11theweekl

hidefromsight，，）には彼の絶望と疎外感が感じられる．この詩は，「疲れを知らず流れ出る汝の

歌は／俗世の悲し承を蔑む」（"Andnowthysongthataowsunweary／Scornsearthly

sorrows''ｐ､172.）とうたった『冬に歌うひばりに』（ＴｂαＬ”んｓｉ加g"gilzW”eかと同様，
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『よちよち歩きの黄せきれい』（L""ｅ盃oz妙WZzg2α"）のような小動物を扱った他の詩とは異

なり，そこにはクレアの心惰が無意識のうちに投影されており，いわゆるartlessartのために

我だの胸を強く打つものがある．

非人情の世界は紙一重で狂気をのぞかせる混沌の世界と相通じている．『永遠への招き』(A冗恥一

z'"ｅＺｏＥＺ”'2i妙）は「人生が夢幻のように消えていくところ」（"Wherelifewillfadelike

visioneddreams，'）である「暗い谷の深承」即ち‘‘sadnon､identity，'を経て至る非人情の世界

を呈示しており，それは「死にながら生きる」というように生死の区別がなく，また「過去と現在

が同一であるような」（"pastandpresentallasone，，）無時間の「暗闇の世界」なのである．

恋人を誘引し，そこで一体になろうとしたこういう永遠の世界がクレアの人生に対するネガティブ

な精神の極点だとすれば，「女が一度も徴笑んだり，泣いたりしたことのないところ」（"Ａｐｌａｃｅ

ｗｈｅｒｅｗｏｍａｎｎｅｖｅｒｓｍｉｌｅｄｏｒｗept''）を切望し，女への情欲愛〈２１､の執着を捨てている１Ａ班

や人間的創作的クライマックスと考えられるAVisio'２において現世的欲望と迷妄からの脱却に

よって到達しえた永遠の世界は，まさしくそのポジティブな精神の極点だといえよう．後者の詩に

至り初めて,「太陽の永遠なる光」（"thesun，seternalray'，）に象徴される自然の美と力と愛を生

の充実感の源泉として感得し，現実世界のはかなさと悲し象を超克し，自己のアイデンティティを

奪回しているように思われる．このようにゑてくると，彼の幻想的イメージの世界は単に失われた

過去へのノスタルジアではなく，むしろそれは過去と現実への内省的膜想が無垢と正直を志向する

クレアにいだかせた憧恨の世界であり，その理想的風景において「より高次の，より永遠なる愛」

（"ahigher,morepermanentformoflove，，)(22)を見出すべきユートピアだったのである．

付記．小論は阪大英文学会第８回大会（昭和51年11月７日）での口頭発表の草稿に加筆したもの

である．本文中及び注におけるページ数は，ことわりのないかぎり，すべてＴＡｅＬａｔｅｒＰｂｅ"zs

q/､Ｊｂﾙ〃αａｒｅ，ErickRobinson＆GeoffreySUmmeriield（ed.）（ManchesterU・Ｐ、1964）

に拠る．

鈴木蓮

(１） MarkStorey,ＴｈｅＰひe21yq/･JbA〃αα〃,（Macmillan,1874）ｐ､180.参照．

「ここで，主要な困難はテキストの状態である．この時期の大部分，われわれは1850年１月30日

まで種燕の資格でこの収容所(theasylum）に雇われた，先見の明があるＷ､Ｆ・Knightの手によ

る写本に頼らざるをえない.」

ＪＷ,andAnneTibble（ed.),”ｅＬｅｔ詑応ｑ/・Jbh〃αα〃,（Routledge＆KeganPaul,1970）

p、293．

フロイド選集・14,『愛傭の心理学』，（高橋義孝訳，日本教文社）ｐ､３９．

ＴｈｅＬｅ"e応ｑｆＪｂﾙ'２αα〃,ｐ､294．

Ibjcf.，ｐ、295．

必滋.，ｐ、２９６．

J・WandAnneTibble,JbA〃αα〃ＡＬ塊（London；MichaelJoseph,1972）ｐ,378．

殊に第２連の

Ｗｈｅｎtownsandcitiestemplesgraves

(２）

１
１
１
１
１
１

３
４
５
６
７
８

く
く
く
く
く
く
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Allvanishlikeabreeze

にはクレアの厭世観がはっきりよ率とれる．

（９）記憶喪失症については，相場均氏は「記億の再生をさまたげる根本的な原因はとりもなおさず思い

出したくないという自分自身の願望にほかならない」場合もあるとし，さらに氏は「記憶喪失とい

う病気は，人が自分の過去をすてたいとのぞむとき，誰にでもおこる可能性をもつものである」と

述べている．（『異常の心理学』，識談社現代新書，ｐｐ､124戸137.）

(10）so花ｇの第３連参照．

Ｆortheedearmaidltouchthestrings

Ａｎｄｋｅｅｐｍｙｈｅａｒｔａｗａｋｅ

Ｔｈｉｓｓｉｍｐｌｅｔruththeballadsings・

Thatlovewillnotforsake

Andstubbｏｍａｒｅｔｈｅｈａｎｄｓｔｈａｔｓｔｒｉｋｅ

Ｗｉｔｈａｄｏubleloveforthee （p､122.）

メアリーの不実を責めることから次第に愛の不確かさ（"Humanlovemaybefrail",Ｓｂ"ｇｐ､103.）

を，また自己の不実をも誕め，自責の念が生じている．

(11）STAjVZAS参照．

ＷＯＵＬＤＳＴｔｈｏｕｂｕｔｋｎｏｗｗｈｃｒｅｎａｔｕｒｅｃlings，

Thatcannotpassaway，

Ｓｔａｎｄｎｏｔｔｏｌｏｏｋｏｎｈｕｍａｎｔｈｉｎｇｓ，

Fortheyshallalldecay．

（JbA”αα〃ＳｅＺｅｃｔｅｄＰｂｅｌ"s,Everyman，ｓＬｉｂ.ｐ､287.）‘

(12）Lovesbudsbetornbywontonforce

ThｅＨｏｗｅｒｓｆｏｒｓｕｍｍｅｒｗｅａｔｈｅｒ （ｊＶｂ〃"e,ｐ､229.）

(13）ｊＶｂ２"た（pp､180-181.）の第１，２連参照．
Ｈｏｗｈｏｔｔｈｅｓｕｎｒｕｓｈｅｓ

Ｌｉｋｅｆｉｒｅｉｎｔｈｅｂｕｓｈｅｓ

ＴｈｅｗｉｌｄＨｏｗｅｒｓｌｏｏｋｓｉｃｋａｔｔｈｅｆｏｏｔｏｆｔｈｅｔｒｅｅ

ＢｉｒｄｓｎｅｓｔａｒｅｌｅｆｔｌｏｎｅＩｙ

Ｔｈｅｐｅｗｉｔｓｉｎｇｓｏｎｌｙ

Ａｎｄａｌlseemsdisheartened，ａｎｄｌｏｎｅｌｙｌｉｋｅｍｅ

Bakedearthandburntfurrows

Whereｔｈｅｒａｂｂｉｔｈｅｂｕｒｒｏｗｓ

Ａｎｄｙｅｔｉｔｌｏｏｋspleasantbeneaththegreentree

Thｅｃｒｏｗｓｎｅｓｔｌｏｏｋｄａｒｋｌｙ

Ｏ，erfallowsdriedstarkly

Andthesheｅｐａｌｌｌｏｏｋｒｅｓｔｌｅｓｓａｓｎａｔｕｒｅａｎｄｍｅ

この場合，夏のイメージは青春をあらわしているのではなく，“sick，’‘‘lonely'，“disheartened'，

‘‘baked‘‘burnt''“dried''“restless'，等で形容されるクレアの心境を直赦に表現するイメージであ

る．

(14）Ｔﾉhezuooaα"ｄｓ２”〃（p､197.）の２連参照．

Ileavetherudenoiseofthewearisoｍｅｗｏｒｌｄ

ＡｎｄｈｉｄｅｍｅｉｎｔｈｅｔｈｉｃｋｅｔｓｏｆｗｈｉｔｅａｎｄｂＩａｃｋｔｈｏｍ

(15）EdmundBlunden,』ＶＩＺ”〃i〃Ｅ"g"sハＬがemt"”,（TheHogarthPressl949)，ｐ,５５．

(16）これらの女性達の中には，例えばHelenMariaやMaryLudgateのように実在の人物であったこ

とが証明されている者もいる．

(17）MarkStorey,｡P､ci2.,ｐ､176．

‘‘InnearlyallofhisasylumsongsClarerecreatesanideallandscape，inwhichlovethrives
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amidstcongenialsurroundings.，，

(18）so"９（p､128.）の第１．２．３連参照．
●●●

Ｃｏｍｅｄｗｅｌｌｗｉｔｈｍｅ

Ｎｅａｔｈｔｈｅｇｒｅｅｎｗｏｏｄｔｒｅｅ

Ｗｈｅｒｅｌｉｆｅｉｓｎｏｔｓｐｅｎｔｉｎｖａiｎ

●●●

Ｃｏｍｅｄｗｅｌｌｗｉｔｈｍｅ

Ｎｅａｔｈｔｈｅｈｕｇｈｏａｋtree

Wherenaturcnoillbestows

● ｡ ●

Ｃｏｍｅｔｏｔｈｅｇｒｅｅｎｗｏｏｄ

Ａｎｄｔｗｉｌｌｓｅｔｔhyheartfree

lnsuchnstillplacｅｔｏｂｅ

Ｗｉｔｈａｌｌｔｈａｔｓｂｅａｕｔｉｆｕｌａｎｄｇｏｏｄ

(19）１，〃ｄ'でα"‘α6｡“雌ｅα‘mysZoco"形の第３連参照．

Ｉ'ｌｌｌａｙｍｅｂｙｔｈｅｆｏｒｅｓｔｇｒｅｅｎ

Ｉ,ｌｌｌａｙｍｃｏｎｔｌ,epIeasantgrass，

Mylifeshallpassawayunseen，

Ｉ，ｌｌｂｅｎｏｍｏｒｅｔｈｃｍａｎｌｗａｓ，

Ｔｈｅｔａｗｎｅｙｂｃｃｕｐｏｎｔｈｅｎｏｗｅｒ，

ThGbutterIlyupontheleaf，

ＬｉｋｅｔｈｅｍＩ,ｌｌｌｉｖｅｍｙＨａｐｐｙｈｏｕｒ

ＡＩｉｆｃｏｆｓｕｎShine，bright，andbrieI． （p,251.）

(20）αｏｃたααの1,Ａ〃〃""e”Ｅ#”,ぱり,１Ａ,邦,ＡＷｓｉ”についての引用はすべて』.Ｗ､andAnne

Tibble（e〔1.）ルル!αα'でSeZ““ＰＣ”』ｓα"‘ZＰ,℃Sｅ（OxfordU､Ｐ,1967）からとった．

(21）Ｓ世α'睦ａ（Jb肋2α…SeZ““Pocllzs,Everyman，ｓＬｉｂ.ｐ､2876）では，

Lovelivcswithnature，notwithlust，

Ｇｏ，ｌｍｄｈｅｒｉｎｔｈｅｎｏｗｅｒｓ．

といい，さらに“AndnaturC，SSeIfisloVc.”と結論し，情欲を昇華させている．

(22）MarkStorcy,｡".Ｃ".，ｐ,１８６．
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JOhnClareandHisPoemsAfterl841

RenichiSuzuki

Ｔｈｅａｉｍｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒ，ｄｅａｌｉｎｇｍａｉｎｌｙｗｉｔｈＭＳＺＺＯａｎｄＴﾉｈｅＫ７ｚｆｇｈＺＴｒα"§cγ妙２s，

istoclarifythesignificanceofloveandnaturetoClare・InJulyofl841Clareescaped

fromHighBeechtoNorthboroughwherehegottheinformationthatMary，ｓａｂｓｅｎｃｅ

ｗａｓｄｕｅｔｏｈｅｒｄｅａｔｈｓｉｘｙｅａrsago・Ｉｔｍａｋｅｓｈｉｍｆａｌｌｉｎｔｏ‘‘dullness'，ａｎｄ‘‘disap‐

pointｍｅｎｔ,'’andtheretrospectiveimagesofMarｙａｒｅｔｈｅｍａｉｎｐｒｏｐｏｆｈｉｓｌｉｆｅｉｎｓｕｃｈ

ａｓｔａｔｅｏｆｍｉｎｄ・Ｔｈａｔｉｓ，hewishestore-experiencehisfirsｔｌｏｖｅｗｉｔｈｔｈｅｈｅｌｐｏｆｈｅｒ

ｉｍａｇｅｓ・Thiswishunderlieshiswearinessoｆｔｈｅｗｏｒｌｄｔｈａｔｍａｋｅｓｈｉｍｓａｙ，‘‘Solitude

beingmychiefsocietｙ＆Naturemybestcompanion.'，

AfterClarewasreceivedintotheNorthamptonLunaticAsylum，ｈｅｒｅｇｒｅｔｉｅｄｔｈｅ

ｄｅｃａｙｏｆｍｅｍｏｒｙｏｆｔhehappypast，beingintenselyconsciousofthecurrentoftime，

ａｎｄhewishedhismemorywouldbeeterna1．Thiswishsigniiiesthefoundationofhis

primaryreconstructionofavisionaryEden・Oblivionbringsabout‘‘ａvacuum'，ｏｖｅｒ

ｈｉｓｍｉｎｄｗｉｔｈｔｈｅｒｅｓｕｌｔｉｎｇｌｏｓｓｏｆｓｅｎｓｅｏｆｔｉｍｅａｎｄｍａｋｅｓｈｉｍｆｅａｒａndagonizeso

astodreamadestructivevisionofheavenandearth・Forgettinghernamemakes

Claredouｂｔｔｈｅｔｒｕｔｈｏｆｈｉｓｌｏｖｅ・However,hemightwanttodisentanglehimselｆｆｒｏｍ

ｈｉｓｓｅｎｓｅｏｆｔｉｍｅ，fromthepast，whenhelooksbackuponlove，sfailure・Anyway，the

realityofthepast，ｅｖｉｄｅｎｔｉｎｔｈｅｐｏｅｔｒｙｕｐｔｏｎｏｗ，ｆａｄｅｓａｗａｙｉｎｈｉｓｍａｉｎｉｍａｇｅｒｙ．

‘‘Doubtsoflove,'，afterall，turnedouttobethequestion，‘‘Whatwaslove?，，

Thinkingthatuntruth，deception，andpridewereattriｂｕｔｅｓｏｆｗｏｍｅｎ，hedistrusted

andhatedthem・Thejudgementthat“Loveissodeceiving'’１ｅａｄｓｈｉｍｎｏｔｏｎｌｙｔｏ

ｒｅｊｅｃｔｔｈｅｐａｓｔｌovehehasretainedassupremejoy,ｂｕｔａｌｓｏｔｏｆｅｅｌｔｈｅｍｕｔａｂｉｌｉｔｙｏｆ

‘‘humanthings,，，confessinghisown‘‘doublelove，，ｆｏｒher・Ｈｅｃｏｕｌｄｓａｙ‘‘Ｉｋｎｏｗｎｏｔ

ｔｈｙｎａｍｅ''ｂｅｃａｕｓｅｏｆｈisconsciousrejectionofthepast・Ｓｏ,morethanever,heseeks

afterconsolationinsolitude・Ｉｔｉｓｈｉｓｄｏｕｂｔｓｏｆｌｏｖｅａｎｄｔｈｅｗｏｌ･ｌｄｔｈａｔｃａｕｓｅｈｉｍ

ｔｏｌｏｎｇｆｏｒｉｄｅａｌａｎdeternalloveinEdenbeforetheFalｌａｎｄｓａｙ，‘‘Ｂｅｌｉｅｆｉｓｍｙ
”

ｌｏｖｅ．．、

ＳｏｌｉｔｕｄｅｉｓｔｈｅｐｌａｃｅｏｆｒｅｆｕｇｅａｎｄｃonsolationforClarewhoconsumｅｓｈｉｓｌｉｆｅｉｎ

ｔｈｅ‘‘dreary，，ａｎｄ‘‘bloody'，asylum，Thebrightimagesofnaturefreshandlivingwith

vernallifecontrastwithmundaneandhumanaffairs・Ｔｏｂｅ‘‘thefree'’ｉｎｓｏｌｉｔｕｄｅｉｓ

ｔｏｂｅｆｒｅｅｏｆ‘‘hersweetthraldom'，ｏｒ‘‘Lovespasthappyvision，，ａｎｄｌｉｖｅｉｎｔｈｅｎａｔｕ‐

ralworldofsilence．ＩｎｔｏｔｈｅｉｍａｇｅｓｏｆｎａｔｕｒｅＣｌａｒｅｉｎｖｉteshisidealloveand

strugglestorestorethefallenEden・Hence，theseimagesimplythereconstructｉｏｎ

ｏｆ‘‘anideallandscape，inwhichlovethrivesamidstcongenialsurroundings.，,Leaving

theworldbehind,wheredeceptionandhypocrisywereprevalentiustnｏｗ,heidealizes

solitudewhere，hefeels，‘‘ｌｉｆｅｉｓｎｏｔｓｐｅｎｔｉｎｖａｉｎ.，，Thisreflectshisyearningsin
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thisworld・Living“hidinthebosomofHower''０renjoying,likebees,thepleasuresna‐

turegivesmeansonlythathewishesｔｏｌｉｖｅａｎｄｆｏｒｇｅｔｔｈｅｓａｄｎｅｓｓｏｆｈｕｍanexistence・

Thisworldhasathreadofconnectionwiththechaoticonewhichrevealshisseeming

madness・ＩｎＡＶｉｓｆｏ〃hecomestoperceivenature，sbeautyandpowerandlove

symbolizｅｄｂｙ‘‘thesun，seternalray,，，spurninglustandearthlydesires，asasource

oflife'sfulfillment，ａｎｄheseemstoregainhislostidentity，overcomingthemuta‐

bilityandsadness・Ｉｆｗｅｌｏｏｋａｔｔｈｅｐｏｅｍｉｎｔｈｉｓｗａｙ，ｈｉｓｖｉｓｉｏｎａｒｙｗｏｒｌｄｉｓｓｅｅｎ

ｔｏｂｅｎｏｔmerenostalgiabutalandofdreamswhere，aftercontemplationofthepast

ｏｆlife，sfulfillment，ａｎｄheseemstoregainhislostidentity，（

bilityandsadness・Ｉｆｗｅｌｏｏｋａｔｔｈｅｐｏｅｍｉｎｔｈｉｓｗａｙ，ｈｉｓｖｉＩ

ｔｏｂｅｎｏｔｍｅｒｅｎｏｓｔａｌｇｉａｂｕｔａｌａｎｄｏｆｄｒｅａｍｓｗｈｅｒｅ，aftercont（

andpresent，ｈｅｉｓｔｏｆｉｎｄｏｕｔ‘‘ahigher，morepermanentformof love.，，
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